
 

 

 

【参考】 

「企業内無線ＩＰ電話システム」と「無線ＬＡＮ対応携帯電話」の概要 

 

東京電力と三菱電機が開発を進める「企業内無線ＩＰ電話システム」は、高品質な通信

環境を実現するため、無線ＬＡＮアクセスポイント（※１）やワイヤレスコントローラ（※２）

の高機能化を図り、電話の通話を他のデータ通信よりも優先させるなど、その時々のデー

タの通信量や種類に応じた最適なデータ通信制御を実現。 

加えて、ＫＤＤＩが開発する無線ＬＡＮ対応携帯電話を接続することにより、一台の携

帯電話で、オフィス内では高品質な内線電話として、また、オフィス外では通常のａｕ携

帯電話として使用することが可能。 

（※１）無線ＬＡＮアクセスポイント 

無線ＬＡＮ端末間の電波中継機能と上位の有線ネットワークへデータ転送するスイッチング機

能を持つ装置。本開発機では、高品質な無線ＩＰ電話のためのＱｏＳ制御（「Quality of Service

制御」の略。ネットワーク上で特定の通信を他の通信より優先させて伝送する機能のこと。）や高

速ハンドオーバ（接続する無線ＬＡＮアクセスポイントの切替）等の各種制御機能をもつ。 

（※２）ワイヤレスコントローラ 

複数の無線ＬＡＮアクセスポイントやその配下の無線ＩＰ電話端末の状態を一元管理し、無線Ｌ

ＡＮアクセスポイントに対し、ＱｏＳ制御や高速ハンドオーバ等の制御指示を行う装置。 

 

１．「企業内無線ＩＰ電話システム」の特長 

（ａ）オフィス内のＩＰ電話で高い通話品質を実現    

ＩＰ電話の通話を最優先させるなど、データの通信量や種類に応じた最適なデー

タ通信を可能とするＱｏＳ制御と、無線伝送容量を超える通話要求に対して接続を

規制する同時通話数制限機能により高い通話品質を実現。 

 

 （ｂ）ＬＡＮケーブル不要でインターネットやデータ通信が可能 

無線ＬＡＮを使用するため、コードレスのＩＰ電話だけでなく、いつでもどこで

もインターネットアクセスやパソコンでのデータ通信などが可能となる、ユビキタ

スオフィスを実現。 

 

（ｃ）信頼性向上と低廉な設備コストを実現 

ワイヤレスコントローラにおいて、通話等のデータ信号と制御信号を分離し、制

御信号のみを扱う方式を採用。これにより、１台のワイヤレスコントローラの負荷

が軽減され、収容できる無線ＬＡＮアクセスポイント数が増大する結果、設置台数

の削減が可能となり、信頼性の向上と設備コストの低減を実現。 

 

（ｄ）容易な置局設計が可能 

複数の無線ＬＡＮアクセスポイントを一つのセルと仮想して同じチャネルで対応

する「同一チャネル・仮想セル方式（※３）」の採用により、容易な置局設計を可能と

するとともに、通話途切れを感じない高速ハンドオーバを実現。 

（※３）同一チャネル・仮想セル方式 

同一の無線チャネル（周波数）を用いた複数のアクセスポイントにより、一つの仮想的な 

セルを構成する方式。 
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＊本構成図は、主要機器の概略構成を示したもので、検証における 

実際の機器構成を示したものではありません。 

 

２．ＫＤＤＩが開発する「無線ＬＡＮ対応携帯電話」の特長 

オフィス内では、無線ＬＡＮを介してＩＰ-ＰＢＸと連係することによって内線電話

として利用し、オフィス外では通常のａｕ携帯電話として利用することが可能。 

ＫＤＤＩが開発する「無線ＬＡＮ対応携帯電話」は、ＢＲＥＷRの強みを活かし、Ｉ

Ｐ化された音声通信のみならず、お客さまのニーズに合わせた業務アプリケーション

連携を可能とする、柔軟性に優れたビジネス環境を提供。 

 

 

３． 全体のシステム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

※ 「ＩＰ－ＰＢＸ（Private Branch eXchange）」とは、ＩＰネットワーク上に構築されたＩＰ電話

網に、内線電話や外部公衆網への接続・制御を行う構内交換機の機能を提供する装置。 




